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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者からの排泄物を受ける吸収性物品の形状を維持する保形部材であって、
　塑性変形可能な薄板状の本体部と、
　前記本体部の一方の主面上に設けられる止着部と、
を備え、
　前記本体部が前記止着部により吸収性物品の一部の表面に着脱自在に止着され、前記本
体部が塑性変形することにより、前記吸収性物品の前記一部が変形されるとともに変形後
の形状が維持されることを特徴とする保形部材。
【請求項２】
　請求項１に記載の保形部材であって、
　前記止着部が、前記吸収性物品の前記表面の繊維に係合可能な面ファスナであることを
特徴とする保形部材。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の保形部材であって、
　前記本体部が、塑性変形する糸状または帯状の樹脂部材を備えることを特徴とする保形
部材。
【請求項４】
　請求項３に記載の保形部材であって、
　前記本体部が、前記樹脂部材を覆う柔軟性を有するシート部材をさらに備えることを特
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徴とする保形部材。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の保形部材であって、
　前記本体部が帯状であることを特徴とする保形部材。
【請求項６】
　請求項５に記載の保形部材であって、
　前記止着部が、前記本体部の長手方向の両端部近傍に配置された２つの止着部材を備え
、
　前記本体部の前記２つの止着部材の間に、前記本体部を横断するとともに前記吸収性物
品に対して止着されない領域が設けられることを特徴とする保形部材。
【請求項７】
　請求項１または２に記載の保形部材であって、
　前記本体部の外縁部の少なくとも一部が、前記吸収性物品に対して止着されず、かつ、
前記吸収性物品からの前記止着部の剥離時に使用者により把持される把持部であることを
特徴とする保形部材。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれかに記載の保形部材であって、
　前記一方の主面と他方の主面とを区別する目印を有することを特徴とする保形部材。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれかに記載の保形部材であって、
　前記本体部が、前記止着部により前記吸収性物品の外面に止着されることを特徴とする
保形部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着用者からの排泄物を受ける吸収性物品の形状を維持する保形部材に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、シート状の吸収性物品の一部（例えば、股間部に対応する部位）を着用者に
向けて凸状とすることにより、吸収性物品を着用者の股間部に密着させて排泄物を速やか
に吸収することが行われており、例えば、特許文献１の生理用ナプキンでは、吸液性コア
の中央領域を着用者に向けて凸状に変形させる技術が採用されている。
【０００３】
　特許文献１の生理用ナプキンでは、吸液性コアとバックシートとの間において、吸液性
コアの下面（すなわち、着用者とは反対側の面）に疎水性パネル部材がホットメルト接着
剤等により接合されており、疎水性パネル部材には、吸液性コアの縦方向中心線に重なる
圧搾条溝が形成されている。また、吸液性コアの下面には、縦方向中心線に重なる圧搾条
溝が形成されており、吸液性コアの上面には、下面の圧搾条溝の横方向の両側にて縦方向
に伸びる２対の圧搾点群（エンボス）が形成されている。当該生理用ナプキンでは、疎水
性パネル部材が圧搾条溝に沿って着用者側に凸状に変形されることにより、半剛性を有す
る吸液性コアが、その下面および上面に形成された圧搾条溝および圧搾点群である変形誘
導手段に沿って変形して着用者側に凸状に変形する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２９９８２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ところで、特許文献１の吸収性物品では、吸液性コアの凸状に変形する部位の形状が変
形誘導手段により決定されるため、様々な体型の着用者に吸液性コアを適切に密着させる
ことは困難である。また、トップシートとバックシートとの間において吸液性コアに疎水
性パネル部材を接合したり、吸液性コアに圧搾条溝や圧搾点群を形成する必要があるため
、吸収性物品の製造工程が複雑化するとともに吸収性物品の製造コストも増大してしまう
。
【０００６】
　また、使い捨ておむつや使い捨ておむつの内側に取り付けられる補助吸収具の場合は、
着用者からの尿のみならず大便も受けることがあるため、使い捨ておむつ等の股間部に対
向する部位は、必ずしも着用者に密着することが好ましいとは限らない。例えば、尿を受
ける場合には使い捨ておむつは股間部に密着していることが好ましいが、使い捨ておむつ
が股間部に密着した状態で排便が行われると、大便の全量を使い捨ておむつの内側に収容
することができず、使い捨ておむつと脚の付け根との間から大便が外側に漏出してしまう
おそれがある。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたものであり、吸収性物品の任意の部位を所望の形状
に変形した上で変形後の形状を維持することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、着用者からの排泄物を受ける吸収性物品の形状を維持する保
形部材であって、塑性変形可能な薄板状の本体部と、前記本体部の一方の主面上に設けら
れる止着部とを備え、前記本体部が前記止着部により吸収性物品の一部の表面に着脱自在
に止着され、前記本体部が塑性変形することにより、前記吸収性物品の前記一部が変形さ
れるとともに変形後の形状が維持される。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の保形部材であって、前記止着部が、前記吸
収性物品の前記表面の繊維に係合可能な面ファスナである。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の保形部材であって、前記本体部が
、塑性変形する糸状または帯状の樹脂部材を備える。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の保形部材であって、前記本体部が、前記樹
脂部材を覆う柔軟性を有するシート部材をさらに備える。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項１ないし４のいずれかに記載の保形部材であって、前
記本体部が帯状である。
【００１４】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の保形部材であって、前記止着部が、前記本
体部の長手方向の両端部近傍に配置された２つの止着部材を備え、前記本体部の前記２つ
の止着部材の間に、前記本体部を横断するとともに前記吸収性物品に対して止着されない
領域が設けられる。
【００１５】
　請求項７に記載の発明は、請求項１または２に記載の保形部材であって、前記本体部の
外縁部の少なくとも一部が、前記吸収性物品に対して止着されず、かつ、前記吸収性物品
からの前記止着部の剥離時に使用者により把持される把持部である。
【００１６】
　請求項８に記載の発明は、請求項１ないし７のいずれかに記載の保形部材であって、前
記一方の主面と他方の主面とを区別する目印を有する。
【００１７】
　請求項９に記載の発明は、請求項１ないし８のいずれかに記載の保形部材であって、前
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記本体部が、前記止着部により前記吸収性物品の外面に止着される。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明では、吸収性物品の任意の部位を所望の形状に変形した上で変形後の形状を維持
することができる。また、保形部材を繰り返し使用することができ、請求項７の発明では
、さらに、保形部材の吸収性物品からの剥離を容易に行うことができる。
【００１９】
　請求項３および４の発明では、保形部材により着用者の肌が圧迫されることを抑制する
ことができる。また、請求項８の発明では、保形部材を速やかに吸収性物品に止着するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第１の実施の形態に係る保形部材が取り付けられた吸収性物品の正面図である。
【図２】吸収性物品の平面図である。
【図３】吸収性物品の断面図である。
【図４】保形部材の平面図である。
【図５】保形部材の断面図である。
【図６】保形部材の本体部の平面図である。
【図７】保形部材の第１の使用態様を示す断面図である。
【図８】保形部材の第２の使用態様を示す断面図である。
【図９】保形部材の第３の使用態様を示す正面図である。
【図１０】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図１１】保形部材の第４の使用態様を示す平面図である。
【図１２】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図１３】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図１４】第２の実施の形態に係る保形部材が取り付けられた吸収性物品の正面図である
。
【図１５】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図１６】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図１７】第３の実施の形態に係る保形部材が取り付けられた吸収性物品の正面図である
。
【図１８】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図１９】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図２０】第１の実施の形態に係る保形部材の他の使用態様を示す平面図である。
【図２１】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図２２】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図２３】第１の実施の形態に係る保形部材の他の使用態様を示す平面図である。
【図２４】保形部材および吸収性物品の断面図である。
【図２５】保形部材の平面図である。
【図２６】保形部材の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る保形部材５が取り付けられた吸収性物品１を
示す正面図である。図１では、吸収性物品１の着用者の腹側に対応する部位が正面となり
、背側に対応する部位が背面となる。図１に示すように、吸収性物品１は、図１中の上側
の端部に胴部開口１１を有し、下部に一対の脚部開口１２を有するパンツタイプの使い捨
ておむつである。保形部材５は、着用者からの排泄物を受ける吸収性物品１の一部に止着
され、吸収性物品１の被取付部１３（すなわち、保形部材５が取り付けられた部位）近傍
の形状を維持する。以下、吸収性物品１の構造について説明した後に保形部材５について
説明する。
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【００２２】
　図２は、吸収性物品１を展開した状態で着用者側から見た平面図である。図２に示すよ
うに、吸収性物品１は、略シート状の外装シート４、および、外装シート４の着用者側に
取り付けられて着用者からの排泄物を吸収する吸収体２を備える。吸収性物品１では、外
装シート４の図２中の下側の部位４０１が着用者の腹側の肌に接し、図２中の上側の部位
４０３が着用者の背側の肌に接する。以下の説明では、外装シート４の着用者の腹側およ
び背側の肌に接する部位４０１，４０３をそれぞれ、「前方部４０１」および「後方部４
０３」と呼び、前方部４０１と後方部４０３との間で着用者の股間部に対向する部位４０
２を「中間部４０２」と呼ぶ。
【００２３】
　図１に示すように、吸収性物品１では、外装シート４が吸収体２と共に中間部４０２の
下端となる折り曲げ部４０２１にて折り曲げられ、中間部４０２を下側に向けた際の前方
部４０１の左右両側の部位（すなわち、前方部４０１の幅方向の両側の部位）が、後方部
４０３の左右両側の部位（すなわち、後方部４０３の幅方向の両側の部位）にそれぞれ接
合されることにより、前方部４０１および後方部４０３の上端に胴部開口１１が形成され
、中間部４０２の左右に一対の脚部開口１２が形成される。これにより、吸収性物品１が
パンツ型に形成される。本実施の形態では、保形部材５は、吸収性物品１の中間部４０２
の折り曲げ部４０２１近傍において、吸収性物品１の着用者側とは反対側の面である外面
４１１に止着される。なお、図１では、図の理解を容易にするために、吸収体２および吸
収体２の吸収コア２２（後述）を太い破線にて描いている。
【００２４】
　図３は、吸収性物品１を図２中に示すＡ－Ａの位置で切断した断面図である。図２およ
び図３に示すように、吸収体２は、吸収性を有する吸収コア２２、吸収コア２２の着用者
側の主面を覆うトップシート２１、および、吸収コア２２の着用者側とは反対側の主面を
覆うバックシート２３を備える。吸収性物品１は、吸収体２の長手方向（すなわち、図２
中の上下方向であり、吸収性物品１の長手方向と一致する。）のほぼ全長に亘って長手方
向に垂直な左右方向（すなわち、幅方向）の両側にて吸収体２に接合された一対の側壁部
３を備える。図２中では、図の理解を容易にするために、吸収コア２２の輪郭を太い破線
にて示す。トップシート２１およびバックシート２３は、ホットメルト接着剤等により吸
収コア２２の周囲にて互いに接合される。図３では、図の理解を容易にするために、吸収
性物品１の各構成を離間させて描いている。
【００２５】
　一対の側壁部３のそれぞれには、長手方向に伸びる２本の弾性糸３１が接合されており
、図２に示すように吸収性物品１を広げた状態では、弾性糸３１は伸張状態となっている
。吸収性物品１では、弾性糸３１が収縮することにより、吸収体２の側方において側壁部
３が着用者側に向かって立ち上がり、着用時に着用者の脚の付け根近傍に当接する立体ギ
ャザーが形成される。
【００２６】
　図３に示すように、外装シート４は、第１外装シート４１、および、第１外装シート４
１上（すなわち、第１外装シート４１の着用者側）に積層されてホットメルト接着剤等に
より第１外装シート４１に接合された第２外装シート４２を備える。外装シート４の第２
外装シート４２上には、吸収体２のバックシート２３がホットメルト接着剤等により接合
されている。
【００２７】
　本実施の形態では、吸収体２のトップシート２１は、親水性繊維により形成された不織
布であり、バックシート２３は、撥水性または不透液性のプラスチックフィルムである。
バックシート２３としては、撥水性または不透液性の不織布（例えば、スパンボンド不織
布やメルトブロー不織布、ＳＭＳ（スパンボンド・メルトブロー・スパンボンド）不織布
）や当該不織布の着用者側に撥水性または不透液性のプラスチックフィルムが積層された
積層シートが利用されてもよい。側壁部３は、撥水性または不透液性の不織布やプラスチ
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ックフィルム、あるいは、これらの複合材料により形成される。また、外装シート４の第
１外装シート４１および第２外装シート４２は、撥水性または不透液性の不織布である。
【００２８】
　図４は、保形部材５を示す平面図であり、図５は、保形部材５を図４中のＢ－Ｂの位置
にて切断した断面図である。図４および図５に示すように、保形部材５は、塑性変形可能
な薄板状の本体部５１、および、本体部５１の一方の主面５１５（すなわち、図５におけ
る上側の主面であり、以下、「第１主面５１５」という。）上に設けられる止着部５２を
備える。本体部５１は、図４中の左右方向の長さが図４中の上下方向の幅よりも長い帯状
であり、本実施の形態では、本体部５１の長手方向（図４中の左右方向）の長さは１５０
ｍｍとされ、幅方向（図４中の上下方向）の幅は３０ｍｍとされる。図４および図５に示
すように、止着部５２は、本体部５１の長手方向の両端部近傍に配置された２つの止着部
材５２１を備える。止着部５２の２つの止着部材５２１は、ホットメルト接着剤等により
本体部５１の第１主面５１５上に接合されている。
【００２９】
　本体部５１は、図４に示すように、長手方向を向く細い帯状の２本の樹脂部材５１１を
備え、図５に示すように、２本の樹脂部材５１１を図５中の上下方向から挟むことにより
覆う２枚のシート部材５１２，５１３を備える。２枚のシート部材５１２，５１３はそれ
ぞれ柔軟性を有する部材であり、樹脂部材５１１よりも柔らかい。以下の説明では、図５
における上側のシート部材５１２を「第１シート部材５１２」と呼び、下側のシート部材
５１３を「第２シート部材５１３」と呼ぶ。本実施の形態では、樹脂部材５１１として、
三井化学株式会社製のテクノロート（登録商標）が利用され、第１シート部材５１２およ
び第２シート部材５１３は不織布により形成される。
【００３０】
　第１シート部材５１２と第２シート部材５１３とはホットメルト接着剤等により全面に
亘って接合されており、各樹脂部材５１１の周囲では、さらに、熱圧着により第１シート
部材５１２および第２シート部材５１３が他の部位よりも強固に接合されている。図６は
、熱圧着が施された部位に平行斜線を付して本体部５１を示す平面図である。図６に示す
ように、本体部５１では、各樹脂部材５１１の周囲の全周に亘って熱圧着が施されている
。
【００３１】
　保形部材５では、樹脂部材５１１が塑性変形することにより、本体部５１が変形されて
変形後の形状が維持される。なお、保形部材５では、１枚のシート部材が、間に２本の樹
脂部材５１１を挟んで２つ折りにされ、シート部材の折り目の両側の部位が互いに接合さ
れることにより本体部５１が形成されてもよい。
【００３２】
　図４および図５に示す止着部５２の２つの止着部材５２１は、図１に示す吸収性物品１
の外装シート４の表面（すなわち、吸収性物品１の外面４１１）の繊維に係合可能な樹脂
製の面ファスナであり、止着部５２により本体部５１が吸収性物品１の外面４１１に着脱
自在に止着される。本体部５１の第１主面５１５では、２つの止着部材５２１の間におい
て、不織布である第１シート部材５１２が幅方向の全幅に亘って露出している。換言すれ
ば、本体部５１の２つの止着部材５２１の間に、本体部５１を幅方向に横断するとともに
吸収性物品１に対して止着されない領域５１４（以下、「非止着領域５１４」という。）
が設けられる。
【００３３】
　また、本体部５１の第１主面５１５では、本体部５１の長手方向の両側の端部５１７（
すなわち、本体部５１の外縁部の一部であり、具体的には、本体部５１の長手方向の端縁
と当該端縁に近い方の止着部材５２１との間の部位）においても第１シート部材５１２が
露出しており、２つの端部５１７も非止着領域５１４と同様に、吸収性物品１に対して止
着されない領域となる。吸収性物品１から保形部材５が取り外される際には、本体部５１
の端部５１７が使用者により把持され、本体部５１が吸収性物品１から離れる方向に引っ
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張られる。換言すれば、保形部材５では、本体部５１の端部５１７は、吸収性物品１から
の止着部５２の剥離時に把持される把持部となっている。本実施の形態では、本体部５１
の各端部５１７において、幅方向の両側の部位が角部が除去された形状とされ、その輪郭
は外側に凸となる曲線となっている。
【００３４】
　保形部材５では、本体部５１の第１シート部材５１２の色が、止着部５２の２つの止着
部材５２１の色と異なる。このため、保形部材５を第１主面５１５側から見た場合に、止
着部材５２１の存在を容易に視認することができ、止着部５２が設けられた第１主面５１
５と止着部５２が設けられていない主面５１６（すなわち、図５中の下側の主面であり、
以下、「第２主面５１６」という。）とを容易に区別することができる。換言すれば、保
形部材５の本体部５１は、止着部材５２１とは色が異なる第１シート部材５１２（の第１
主面５１５）を、第１主面５１５と第２主面５１６とを区別する目印として有している。
その結果、保形部材５を吸収性物品１に速やかに止着することができる。
【００３５】
　次に、保形部材５の使用態様について説明する。図１に示すように、保形部材５は、吸
収性物品１の中間部４０２において、吸収コア２２と重なる位置に止着される。保形部材
５は、少なくともその一部が吸収コア２２と重なるように止着されていればよいが、吸収
性物品１の吸収コア２２を容易に変形するという観点からは、保形部材５の全体が吸収コ
ア２２と重なることが好ましい。図７は、保形部材５が止着された吸収性物品１の中間部
４０２の断面図であり、保形部材５の第１の使用態様を示す。図７では、図示の都合上、
吸収性物品１を１本の太実線により示しており、保形部材５の本体部５１を１本の実線に
より示しており、保形部材５の各構成および吸収性物品１を離間させて描いている（図８
、図１０、図１２、図１３、図１５、図１６、図１８、図１９、図２１、図２２および図
２４においても同様）。また、図７では、着用者の股間部９１も併せて描いている（図８
においても同様）。
【００３６】
　図７に示すように、保形部材５の本体部５１は、止着部５２の２つの止着部材５２１に
より吸収性物品１の中間部４０２の外面４１１に止着される。そして、本体部５１の樹脂
部材５１１（図４および図５参照）を塑性変形させることにより、吸収性物品１の被取付
部１３（すなわち、保形部材５の本体部５１が止着された部位）が、着用者の股間部９１
（特に、臀部）から離間するように図７における下方に向かって凸状に変形されるととも
に変形後の被取付部１３の形状が維持される。図７では、保形部材５による変形前の吸収
性物品１の被取付部１３の形状を二点鎖線にて示す（図８においても同様）。
【００３７】
　例えば、高齢者等の介護においては、排便のタイミングが食事後の経過時間に基づいて
ある程度予測できる。したがって、吸収性物品１により排便を受けることが予想される場
合には、図７に示すように、保形部材５により、吸収性物品１の中間部４０２を着用者の
股間部９１から離間させて股間部９１と吸収性物品１の内面との間に比較的大きい空間１
０１を形成しておく。これにより、着用者から排出された大便を空間１０１に収容するこ
とができるため、大便が吸収性物品１の脚部開口１２（図１参照）と着用者の脚部との隙
間等から吸収性物品１の外部へと漏出してしまうことが防止される。
【００３８】
　また、吸収性物品１により比較的大量の尿を受けることが予想される場合も同様に、保
形部材５により吸収性物品１が図７に示すように変形されて空間１０１が形成される。こ
れにより、着用者から排出された尿が吸収性物品１の吸収コア２２（図３参照）により吸
収されるまで、空間１０１にて尿を一時的に保持することができるため、尿が吸収性物品
１の脚部開口１２と着用者の脚部との隙間等から吸収性物品１の外部へと漏出してしまう
ことが防止される。
【００３９】
　図８は、保形部材５の第２の使用態様を示す断面図である。図８に示す使用態様では、
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吸収性物品１の中間部４０２の外面４１１に止着された保形部材５において本体部５１の
樹脂部材５１１（図４および図５参照）を塑性変形させることにより、吸収性物品１の被
取付部１３が、着用者の股間部９１の凹凸に沿うように図８中の上向きに凸状に変形され
るとともに変形後の被取付部１３の形状が維持される。これにより、吸収性物品１の被取
付部１３近傍の部位が着用者の股間部９１に密着するため、着用者から排出された尿等の
水分が、排出された位置から大きく移動することなく吸収コア２２（図３参照）へと速や
かに導かれて吸収される。その結果、尿等の水分が着用者の肌を伝って広がって排尿口か
ら離れた部位の肌が濡れてしまうことが防止されるため、排尿後における吸収性物品１の
着用感の低下を抑制することができる。
【００４０】
　図９は、保形部材５の第３の使用態様を示す正面図であり、図１０は、保形部材５およ
び吸収性物品１を図９中のＣ－Ｃの位置にて切断した断面図である。図９および図１０で
は、着用者の男性器９２を併せて描いている（図１１ないし図１９においても同様）。ま
た、図９では、図示の都合上、保形部材５の樹脂部材５１１を細実線にて描いている（図
１１、図１４、図１７、図２０および図２３においても同様）。図９に示す使用態様では
、保形部材５は、吸収性物品１の外装シート４の前方部４０１において、本体部５１の長
手方向が吸収性物品１の左右方向（幅方向）に平行となるように配置され、先端が図９中
の上側（すなわち、着用者の頭部側）を向くように腹側に配置された男性器９２上を横断
しつつ、男性器９２の左右両側にて吸収性物品１の外面４１１に止着される。
【００４１】
　そして、保形部材５の本体部５１において樹脂部材５１１（図９参照）を塑性変形させ
ることにより、図１０に示すように、吸収性物品１の被取付部１３ａが、男性器９２に沿
うように図１０中の上向きに（すなわち、着用者から離れる方向に）凸状に変形されると
ともに被取付部１３ａの形状が維持される。これにより、男性器９２の位置の吸収性物品
１の内側における変化（すなわち、腹部９３上における男性器９２の位置の変化）が被取
付部１３ａにより制限されるため、吸収性物品１の尿を受ける位置が吸収性物品１の左右
方向のほぼ中央に固定される。その結果、排尿口が図９に示す脚部開口１２近傍に位置し
た状態で排尿が行われることが防止され、尿が吸収性物品１の脚部開口１２と着用者の脚
部との隙間等から吸収性物品１の外部へと漏出してしまうことが防止される。このように
、保形部材５により吸収性物品１の尿を受ける位置を固定することができるため、保形部
材５は、腹側の左右方向の中央近傍における吸収力を周囲の部位よりも大きくしたタイプ
の男性用使い捨ておむつへの使用にも適している。
【００４２】
　以上に説明したように、保形部材５では、止着部５２により本体部５１を吸収性物品１
の任意の部位に止着し、本体部５１の樹脂部材５１１を塑性変形させることにより、吸収
性物品１の当該部位を所望の形状に変形した上で変形後の形状を維持することができる。
また、吸収性物品１の被取付部１３，１３ａの変形後の形状を目的に合わせて様々に決定
することができるため、吸収性物品１の様々な使用状況に容易に適用することができる。
さらには、吸収性物品１の変形を補助するための特別な構造を吸収性物品１上に設ける必
要がないため、様々な種類の吸収性物品に対して保形部材５を使用することができる。
【００４３】
　保形部材５の本体部５１は、上述のように、止着部５２により吸収性物品１の表面に着
脱自在に止着される。このため、使用済みの吸収性物品１から取り外された保形部材５を
、未使用の吸収性物品１に取り付けて繰り返し使用することができる。また、止着部５２
が、吸収性物品１の表面の繊維に係合可能な面ファスナとされることにより、保形部材５
を吸収性物品１に対して容易に着脱（すなわち、止着および剥離）することができる。さ
らに、保形部材５の吸収性物品１に対する着脱を繰り返した場合であっても、保形部材５
の吸収性物品１に対する止着力の低下を抑制することができる。
【００４４】
　保形部材５では、本体部５１を変形させて変形後の形状を維持させる部材として比較的



(9) JP 5297210 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

柔軟な部材である樹脂部材５１１が利用されることにより、当該部材として塑性変形する
硬い部材を利用する場合に比べて、保形部材５により着用者の肌が吸収性物品１を介して
強く圧迫されることを抑制し、保形部材５が止着された吸収性物品１の着用感の低下を抑
制することができる。また、保形部材５の安全性を向上することもできる。さらに、本体
部５１が、樹脂部材５１１を覆う柔軟性を有する第１シート部材５１２および第２シート
部材５１３を備えることにより、保形部材５により着用者の肌が強く圧迫されることをよ
り一層抑制し、保形部材５が止着された吸収性物品１の着用感の低下をさらに抑制するこ
とができる。保形部材５による着用者の肌の圧迫を抑制するという観点からは、保形部材
５は、上述のように、吸収性物品１の外面４１１に止着されることが好ましい。
【００４５】
　保形部材５では、本体部５１が、不織布により形成された第１シート部材５１２および
第２シート部材５１３により樹脂部材５１１が覆われる構造とされることにより、樹脂部
材５１１と第１シート部材５１２および第２シート部材５１３とを分別して廃棄する必要
がない。このため、保形部材５の廃棄時における労力を低減することができる。さらに、
本体部５１に接合された止着部５２の止着部材５２１が樹脂により形成されることにより
、本体部５１と止着部５２とを分別して廃棄する必要がないため、保形部材５の廃棄時に
おける労力をより低減することができる。
【００４６】
　上述のように、保形部材５の本体部５１が帯状とされることにより、本体部５１の形状
が複雑なものとされる場合に比べて、保形部材５の製造が簡素化され、保形部材５の製造
コストが低減される。また、本体部５１に比べて幅が細い帯状の複数の樹脂部材５１１が
、本体部５１の幅方向に配列されることにより、本体部５１のおよそ全幅に亘る樹脂部材
が設けられる場合に比べ、樹脂部材５１１の使用量を低減することができ、保形部材５の
製造コストをより低減することができる。
【００４７】
　保形部材５では、上述のように、止着部５２が、帯状の本体部５１の長手方向の両端部
近傍に配置された２つの止着部材５２１を備え、本体部５１の２つの止着部材５２１の間
に非止着領域５１４が設けられる。これにより、本体部５１の第１主面５１５のおよそ全
面に亘って止着部材が設けられる場合に比べ、止着部材５２１の使用量を低減して保形部
材５の製造コストを低減することができる。また、非止着領域５１４が設けられることに
より、保形部材５の吸収性物品１からの剥離を容易とすることができるとともに、保形部
材５を吸収性物品１に止着する際に、保形部材５が吸収性物品１の意図しない位置に止着
されてしまうことを防止して保形部材５の止着を容易とすることもできる。さらに、本体
部５１の端部５１７が、保形部材５を吸収性物品１から剥離する際に使用者により把持さ
れる把持部となっていることにより、保形部材５の吸収性物品１からの剥離をより容易に
行うことができる。
【００４８】
　ところで、上述の保形部材５は、パンツ型の使い捨ておむつ以外の様々な吸収性物品に
止着されて使用されてもよく、また、一の吸収性物品に複数の保形部材５が止着されても
よい。以下では、使い捨ておむつ等の内側にて男性器を覆って男性器から排出された尿を
受ける補助吸収具に複数の保形部材５が止着される場合について説明する。
【００４９】
　図１１は、保形部材５の第４の使用態様を示す平面図であり、図１１に示す使用態様で
は、男性器用の補助吸収具である吸収性物品１ａの外面２３１（すなわち、着用者側とは
反対側の面）に２つの保形部材５が止着される。吸収性物品１ａは、平面視において略矩
形状であり、先端が図１１中の上側である着用者の頭部側を向くように腹側に配置された
男性器９２を覆う。吸収性物品１ａの外面２３１は不織布により形成されており、当該不
織布の内面（すなわち、吸収コア側の面）には撥水性または不透液性のプラスチックフィ
ルムが接合されている。図１２および図１３はそれぞれ、保形部材５および吸収性物品１
ａを図１１中のＤ－Ｄの位置およびＥ－Ｅの位置にて切断した断面図である。
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【００５０】
　図１１に示す使用態様では、２つの保形部材５のうち一方の（図１１中の下側の）保形
部材５が、男性器９２の長手方向の略中央部において男性器９２を幅方向に横断しつつ、
男性器９２の左右両側にて止着部５２の止着部材５２１により吸収性物品１ａの外面２３
１に止着される。また、他方の（図１１中の上側の）保形部材５は、上記一方の保形部材
５から男性器９２の先端側へと長手方向に沿って男性器９２上に配置され、男性器９２の
先端を長手方向に縦断しつつ、男性器９２上および男性器９２の先端よりも上側において
止着部５２の止着部材５２１により吸収性物品１ａの外面２３１に止着される。
【００５１】
　そして、各保形部材５の本体部５１において樹脂部材５１１を塑性変形させることによ
り、図１２および図１３に示すように、吸収性物品１ａの被取付部１３ｂが、保形部材５
共に着用者の男性器９２に沿うように図１２および図１３における上方に向かって（すな
わち、着用者から離れる方向に）凸状に変形されるとともに被取付部１３ｂの形状が維持
される。これにより、腹部９３上における男性器９２の位置の変化が制限され、吸収性物
品１ａの尿を受ける位置が吸収性物品１ａの左右方向のほぼ中央に固定される。その結果
、尿が吸収性物品１ａから漏出してしまうことが防止される。
【００５２】
　このように複数の保形部材５を使用する場合も、第１ないし第３の使用態様と同様に、
吸収性物品１ａの任意の部位を所望の形状に変形した上で変形後の形状を維持することが
できる。また、吸収性物品１ａの被取付部１３ｂの変形後の形状を目的に合わせて様々に
決定することができる。
【００５３】
　次に、本発明の第２の実施の形態に係る保形部材について説明する。図１４は、第２の
実施の形態に係る保形部材５ａが取り付けられた男性器用の補助吸収具である吸収性物品
１ａを示す正面図であり、図１５および図１６はそれぞれ、保形部材５ａおよび吸収性物
品１ａを図１４中のＦ－Ｆの位置およびＧ－Ｇの位置にて切断した断面図である。
【００５４】
　図１４に示すように、保形部材５ａは、男性器９２の長手方向（すなわち、図１４中の
上下方向）に沿って伸びる第１部位５３、および、第１部位５３の図１４中の下端から幅
方向の両側に伸びる第２部位５４を有する逆Ｔ字状の本体部５１ａ、並びに、本体部５１
ａの着用者側の主面に設けられた４つの止着部材５２１を有する止着部５２を備える。４
つの止着部材５２１は、第１部位５３の図１４中の上側の端部５１７近傍、並びに、第２
部位５４の図１４中の左右両側の端部５１７近傍および中央部に設けられる。本体部５１
ａの第１部位５３の上側の端部５１７、および、第２部位５４の左右両側の端部５１７は
、第１の実施の形態と同様に、保形部材５ａを吸収性物品１ａから剥離する際に使用者に
より把持される把持部となっている。
【００５５】
　本体部５１ａは、第１部位５３において図１４中の上下方向に伸びる帯状の２本の樹脂
部材５１１、第２部位５４において図１４中の左右方向に伸びる帯状の２本の樹脂部材５
１１、および、これら４本の樹脂部材５１１を挟んで覆う柔軟性を有する第１シート部材
５１２および第２シート部材５１３を備える。第１シート部材５１２および第２シート部
材５１３は、第１の実施の形態と同様に、ホットメルト接着剤等により互いに接合され、
各樹脂部材５１１の周囲では、熱圧着により第１シート部材５１２および第２シート部材
５１３が他の部位よりも強固に接合されている。
【００５６】
　保形部材５ａの第２部位５４は、男性器９２の長手方向の略中央部において男性器９２
を幅方向に横断しつつ、男性器９２の左右両側および男性器９２上にて止着部材５２１に
より吸収性物品１ａの外面２３１に止着される。また、保形部材５ａの第１部位５３は、
第２部位５４から男性器９２の先端側へと長手方向に沿って男性器９２上に配置され、男
性器９２の先端を長手方向に縦断しつつ男性器９２の先端よりも上側において止着部材５
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２１により吸収性物品１ａの外面２３１に止着される。
【００５７】
　そして、吸収性物品１ａの吸収コアと重なる位置に止着された保形部材５ａの本体部５
１ａにおいて４本の樹脂部材５１１を塑性変形させることにより、図１５および図１６に
示すように、吸収性物品１ａの被取付部１３ｃが、保形部材５ａと共に、着用者の男性器
９２に沿うように図１５および図１６における上方に向かって（すなわち、着用者から離
れる方向に）凸状に変形されるとともに被取付部１３ｃの形状が維持される。これにより
、図１１ないし図１３に示す保形部材５の第４の使用態様と同様に、男性器９２の位置の
変化が制限され、尿が吸収性物品１ａから漏出してしまうことが防止される。
【００５８】
　このように第２の実施の形態に係る保形部材５ａを使用する場合も、第１の実施の形態
と同様に、吸収性物品１ａの任意の部位を所望の形状に変形した上で変形後の形状を維持
することができる。また、吸収性物品１ａの被取付部１３ｃの変形後の形状を目的に合わ
せて様々に決定することができるとともに様々な種類の吸収性物品に対して保形部材５ａ
を使用することができる。保形部材５ａでは、特に、本体部５１ａが、第１部位５３と第
２部位５４とが連続する逆Ｔ字状とされることにより、図１１ないし図１３に示す使用態
様のように２つの保形部材５を取り扱う必要がないため、保形部材５ａの吸収性物品１ａ
に対する止着および剥離に係る作業を簡素化することができる。
【００５９】
　保形部材５ａでは、第１の実施の形態と同様に、本体部５１ａが止着部５２により吸収
性物品１ａの表面に着脱自在に止着されるため、保形部材５ａを繰り返し使用することが
できる。また、止着部５２が面ファスナとされることにより、保形部材５ａを吸収性物品
１ａに対して容易に着脱することができる。さらに、保形部材５ａの吸収性物品１ａに対
する着脱を繰り返した場合であっても、保形部材５ａの吸収性物品１ａに対する止着力の
低下を抑制することができる。
【００６０】
　保形部材５ａの本体部５１ａでは、第１の実施の形態と同様に、塑性変形する柔軟な樹
脂部材５１１が設けられることにより、保形部材５ａにより着用者の肌が吸収性物品１ａ
を介して強く圧迫されることを抑制し、保形部材５ａが止着された吸収性物品１ａの着用
感の低下を抑制することができるとともに保形部材５ａの安全性を向上することができる
。また、本体部５１ａが、樹脂部材５１１を覆う第１シート部材５１２および第２シート
部材５１３を備えることにより、保形部材５ａにより着用者の肌が強く圧迫されることが
さらに抑制される。保形部材５ａによる圧迫を抑制するという観点からは、保形部材５ａ
は、吸収性物品１ａの外面２３１に止着されることが好ましい。
【００６１】
　保形部材５ａでは、第１の実施の形態と同様に、樹脂部材５１１が不織布により形成さ
れた第１シート部材５１２および第２シート部材５１３により覆われ、止着部材５２１が
樹脂により形成されるため、保形部材５ａの各構成を分別廃棄する必要がなく、保形部材
５ａの廃棄時における労力を低減することができる。
【００６２】
　保形部材５ａでは、止着部５２が４つの止着部材５２１を備え、本体部５１ａの４つの
止着部材５２１の間に非止着領域が設けられる。これにより、第１の実施の形態と同様に
、止着部材５２１の使用量を低減して保形部材５ａの製造コストを低減することができる
とともに、保形部材５ａの吸収性物品１ａに対する着脱を容易とすることができる。また
、本体部５１ａの３つの端部５１７が、保形部材５ａを吸収性物品１ａから剥離する際に
使用者により把持される把持部となっていることにより、保形部材５ａの吸収性物品１ａ
からの剥離をより容易に行うことができる。
【００６３】
　次に、本発明の第３の実施の形態に係る保形部材について説明する。図１７は、第３の
実施の形態に係る保形部材５ｂが取り付けられた男性器用の補助吸収具である吸収性物品
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１ａを示す正面図であり、図１８および図１９はそれぞれ、保形部材５ｂおよび吸収性物
品１ａを図１７中のＨ－Ｈの位置およびＩ－Ｉの位置にて切断した断面図である。保形部
材５ｂは、本体部５１ｂの形状、および、止着部５２の止着部材５２１の位置が異なる点
を除き、図１４に示す保形部材５ａとほぼ同様の構造を有する。以下の説明では、保形部
材５ｂの保形部材５ａと対応する構造に同符号を付す。
【００６４】
　図１７に示すように、保形部材５ｂは、男性器９２の先端近傍から図１７中の右下およ
び左下にそれぞれ向かう第１部位５３ａおよび第２部位５４ａを有する逆Ｖ字状の本体部
５１ｂ、並びに、本体部５１ｂの着用者側の主面に設けられた３つの止着部材５２１を有
する止着部５２を備える。３つの止着部材５２１は、第１部位５３ａおよび第２部位５４
ａの図１７中の下端部、並びに、第１部位５３ａおよび第２部位５４ａが交差する本体部
５１ｂの図１７中の上端部に設けられる。
【００６５】
　保形部材５ｂは、本体部５１ｂの上端部が男性器９２の先端近傍（より具体的には、男
性器９２の先端よりも少し上側）に位置するとともに第１部位５３ａおよび第２部位５４
ａが男性器９２を左右両側から挟むように配置され、止着部５２により吸収性物品１ａの
外面２３１に止着される。保形部材５ｂは、吸収性物品１ａの吸収コアと重なる位置に止
着される。
【００６６】
　そして、保形部材５ｂの本体部５１ｂにおいて４本の樹脂部材５１１を塑性変形させる
ことにより、図１８および図１９に示すように、吸収性物品１ａの被取付部１３ｄが、保
形部材５ｂと共に、着用者の男性器９２に沿うように図１８および図１９における上方に
向かって（すなわち、着用者から離れる方向に）凸状に変形されるとともに被取付部１３
ｄの形状が維持される。これにより、第２の実施の形態と同様に、男性器９２の位置の変
化が制限され、尿が吸収性物品１ａから漏出してしまうことが防止される。
【００６７】
　このように第３の実施の形態に係る保形部材５ｂを使用する場合も、第２の実施の形態
と同様に、吸収性物品１ａの任意の部位を所望の形状に変形した上で変形後の形状を維持
することができる。また、吸収性物品１ａの被取付部１３ｄの変形後の形状を目的に合わ
せて様々に決定することができるとともに様々な種類の吸収性物品に対して保形部材５ｂ
を使用することができる。さらに、保形部材５ｂでは、本体部５１ｂが第１部位５３ａと
第２部位５４ａとが連続する逆Ｖ字状とされることにより、保形部材５ｂの吸収性物品１
ａに対する止着および剥離に係る作業を簡素化することができる。
【００６８】
　図２０は、第１の実施の形態に係る保形部材５の他の使用態様を示す平面図である。図
２０に示す使用態様では、３本の保形部材５が吸収性物品１ｂに取り付けられている。吸
収性物品１ｂは、使い捨ておむつ等の内側に取り付けられて着用者からの尿や大便等を受
ける補助吸収具であり、図２０において広げて示す吸収性物品１ｂの手前側の面が、着用
者に接する内面である。図２０に示すように、吸収性物品１ｂは、着用者からの排泄物を
受ける略シート状の吸収体２ａ、および、吸収体２ａの左右両側において長手方向（すな
わち、図２０中の上下方向）のほぼ全長に亘って設けられた一対の側壁部３ａを備え、側
壁部３ａに接合された弾性糸３１が収縮することにより立体ギャザーが形成される。
【００６９】
　吸収性物品１ｂでは、吸収体２ａの図２０中の下側の部位が着用者の腹側の肌に接する
前方部２０１となり、上側の部位が着用者の背側に接する後方部２０３となり、前方部２
０１と後方部２０３との間の部位が着用者の股間部に対向する中間部２０２となる。吸収
体２ａの内面２１１および外面２３１は不織布により形成されている。吸収体２ａの中間
部２０２の内面２１１には、第１の実施の形態に係る保形部材５が、吸収体２ａの幅方向
に沿って（すなわち、保形部材５の長手方向が吸収体２ａの幅方向におよそ平行となるよ
うに）止着される。また、中間部２０２の外面２３１には、２本の保形部材５が、内面２



(13) JP 5297210 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

１１に止着された上記保形部材５の左右両側において吸収体２ａの長手方向に沿って止着
される。
【００７０】
　図２１および図２２はそれぞれ、吸収性物品１ｂおよび吸収性物品１ｂに取り付けられ
た保形部材５を図２０中のＪ－Ｊの位置およびＫ－Ｋの位置にて切断した断面図である。
図２１に示すように、吸収性物品１ｂの吸収体２ａの内面２１１に、吸収性物品１ｂの幅
方向に沿って止着された保形部材５が、図２１において下方に向かって凸状となるように
塑性変形されることにより、吸収性物品１ｂの中間部２０２が着用者から離れる方向に凸
状となるように変形され、着用者と吸収体２ａの内面２１１との間に空間１０２を形成さ
れる。また、吸収体２ａの外面２３１に吸収性物品１ｂの長手方向に沿って止着された２
本の保形部材５が塑性変形されることなく、ある程度まっすぐな形状を維持することによ
り、図２２に示すように、側壁部３ａの弾性糸３１（図２０参照）の収縮力に抗して空間
１０２の長手方向（すなわち、図２２中の左右方向）の長さが確保される。これにより、
着用者から排出された大便を空間１０２に収容することができるため、大便が吸収性物品
１ｂから漏出してしまうことが防止される。
【００７１】
　図２３は、第１の実施の形態に係る保形部材５のさらに他の使用態様を示す平面図であ
る。図２３に示す使用態様では、吸収性物品１ｂの吸収体２ａの内面２１１に、２本の保
形部材５が吸収体２ａの幅方向に沿って互いに離間しつつ中間部２０２に止着される。こ
れにより、吸収性物品１ｂを図２３中のＬ－Ｌの位置にて切断した断面図である図２４に
示すように、空間１０２の長手方向（すなわち、図２４中の左右方向）の長さを大きくす
ることができ、大便が吸収性物品１ｂから漏出してしまうことをより確実に防止すること
ができる。
【００７２】
　以上、本発明の実施の形態について説明してきたが、本発明は上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、様々な変更が可能である。
【００７３】
　上述の保形部材５，５ａ，５ｂの止着部５２では、止着部材５２１の個数や形状が適宜
変更されてよい。止着部５２は必ずしも面ファスナには限定されず、例えば、吸収性物品
の外面がプラスチックフィルムにより形成されている場合は、粘着テープ等のように、プ
ラスチックフィルムに対して着脱自在に止着可能な止着部が設けられる。なお、本発明に
関連する技術において、保形部材は、必ずしも吸収性物品の表面に着脱自在に止着される
必要はなく、保形部材の吸収性物品からの意図しない剥離が問題になる場合等には、保形
部材は容易に剥離しない態様にて（例えば、接着剤による接着により）吸収性物品の表面
に止着されてもよい。
【００７４】
　保形部材の本体部の形状は上述のものには限定されず、保形部材の使用目的に合わせて
様々な形状（例えば、矩形や円形）とされてよい。また、保形部材では、本体部５１の外
縁部の少なくとも一部が、吸収性物品からの止着部５２の剥離時に把持される把持部とさ
れていればよく、これにより、保形部材の剥離が容易に行われる。なお、保形部材の吸収
性物品からの剥離がある程度容易に行うことができるのであれば、把持部を設けることな
く、本体部の第１主面５１５のおよそ全面に亘って止着部材が設けられてもよい。この場
合、不織布上に面ファスナを接合したシートから保形部材に対応する形状を打ち抜くこと
により、止着部５２が接合された第１シート部材５１２を容易に形成することができるた
め、保形部材の製造を簡素化することができる。
【００７５】
　本体部では、樹脂部材５１１の個数や形状も適宜変更されてよい。例えば、図２５に示
す保形部材５ｃのように、帯状の本体部５１の長手方向を向く細い帯状の３本の樹脂部材
５１１が本体部５１に設けられてもよい。また、１本あるいは４本以上の樹脂部材５１１
が本体部５１に設けられてもよい。本体部５１に１本の樹脂部材のみが設けられる場合に
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は、図２６に示すように、保形部材５ｄの本体部５１の幅よりも僅かに幅が小さい帯状の
樹脂部材５１１ａが設けられてもよい。
【００７６】
　本体部に設けられる樹脂部材の形状は、帯状のものには限定されず、例えば、糸状とさ
れてもよい。いずれの場合であっても、本体部を変形させて変形後の形状を維持させる部
材として、比較的柔軟な樹脂部材が利用されることにより、保形部材により着用者の肌が
強く圧迫されることを抑制することができる。なお、保形部材による着用者の肌の圧迫が
許容範囲内である場合には、本体部を変形させて変形後の形状を維持させる部材として、
樹脂部材よりも硬く、かつ、塑性変形する部材（例えば、金属の薄板）が利用されてもよ
い。
【００７７】
　本体部に設けられる第１シート部材５１２および第２シート部材５１３は、必ずしも不
織布により形成される必要はなく、プラスチックフィルム等、様々な材料により形成され
てよい。なお、保形部材による着用者の肌の圧迫が許容範囲内である場合には、例えば、
図２６に示す樹脂部材５１１ａのみが本体部とされ、樹脂部材５１１ａ上に止着部５２が
直接接合されてもよい。
【００７８】
　上述のように、第１の実施の形態に係る保形部材５では、止着部材５２１と本体部５１
の第１シート部材５１２との色の差により、本体部５１の第１主面５１５と第２主面５１
６とが区別されるが、保形部材５は、第１主面５１５と第２主面５１６とを区別する他の
態様の目印を有していてもよい。例えば、本体部５１の第１主面５１５または第２主面５
１６のみに、目印となる文字や図形等が印刷またはエンボス加工等により形成されてもよ
く、無地の第１主面５１５上に設けられる止着部材５２１に目印となる文字や図形等が印
刷または形成されてもよい。止着部材として粘着テープが利用される場合には、保形部材
の使用前の状態において粘着テープの表面を覆う被覆フィルムの色が、本体部５１の第１
主面５１５とは異なる色とされたり、被覆フィルムに目印となる文字や図形等が印刷また
は形成されてもよい。
【００７９】
　上記実施の形態に係る保形部材は、上述のように、様々な種類の吸収性物品に対して利
用されてよく、例えば、着用者の腹側の肌に接する部位と背側の肌に接する部位とを腰回
りで止着して装着するオープンタイプの使い捨ておむつに止着されて使用されてもよい。
また、上記保形部材は、男性器に巻き付けるように取り付けられて男性器から排出された
尿を受ける男性器用の補助吸収具に止着されて使用されてもよい。
【符号の説明】
【００８０】
　１，１ａ，１ｂ　　吸収性物品
　５，５ａ～５ｄ　　保形部材
　１３，１３ａ～１３ｄ　　被取付部
　５１，５１ａ，５１ｂ　　本体部
　５２　　止着部
　２３１，４１１　　外面
　５１１，５１１ａ　　樹脂部材
　５１２　　第１シート部材
　５１３　　第２シート部材
　５１４　　非止着領域
　５１５　　第１主面
　５１６　　第２主面
　５１７　　端部
　５２１　　止着部材
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